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論 文 内 容 の 要 旨 
日本の社会学ではこれまで都市と農村は相対的に区別されて研究されてきた。現実には近代社
会以降、都市と農村は深い連関をもって人間生活の基礎的な社会基盤を形成してきたが、その連
関については十分に検討されてこなかった。 
都市－農村関係は、農村⇒都市へと向かう関係、都市⇒農村へ向かう相互関係であり、さらに
都市における農村的関係の持続や再編、農村における「都市的な関係」の影響・反映、というモ
メントがある。本論文の目的は、こうした都市－農村の諸関係・位相における、相互に交差する
二つの関係に焦点をあてることによって、現代日本の都市－農村関係の社会的基層を明らかにす
ることである。一つは、都市移住者によって、移住先の都市において形成された同郷的関係であ
り、二つは、農山漁村地域とそこから流出した都市移住者（農村から見れば他出家族）とが取り
結ぶ関係である。本論文では、都市移住者が移住先の都市で形成している同郷団体と、都市移住
者＝他出者の出身地域への帰郷に注目することによって、都市－農村関係の実相を明らかにした。 
同郷団体については、京阪神都市圏に形成された約 20 の同郷会と、それらによって結成され
た２つの連合組織を検討した。日本の都市では、明治･大正期に地方の離島や山村、農村からの
移住者がお互いの親睦や労働－生活上の互助を目的として同郷団体を形成し、戦後の高度成長期
には、大都市圏や地方の大都市においてさらに多くの同郷団体が形成された。ついで、全国の市
区町村へのアンケート調査をもとに、同郷団体の普遍的な存在とその地域空間構造を明らかにし
た。全体としては市部よりも町村部、大都市圏から離れた地方の市町村、とりわけ過疎地域の町
村出身者が同郷会を形成している。また、広島県と奈良県の過疎地域の調査に基づき、農村から
都市へ移住した家族員の出身地域への頻繁な帰郷という実態を析出し、現在の農山漁村の住民は
行政の施策や従来からの gemeinschaftlich なムラ的な共同性だけではなく、都市へ移住した他
出家族とのソーシャルな関係によって、その生活を維持していることを明示した。 
これらの研究により、これまで一方的に都市化として考えられた都市－農村の関係を、都市
と農村の相互浸透の過程をともなった螺旋的な「都市化」として捉え直し、これまでの都市と農
村を「分離」して考える都市論や農村論に対して、都市－農村の相互連関を踏まえた地域社会学
を提起した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
従来の社会学の理解によれば、都市化 urbanization とは、農村から都市への一方向的な人口
移動を意味していた。これに対して論者は、「都市化」を都市と農村の相互浸透関係の拡大、深
化の過程と捉え直すことにより、概念の再定義を試みた。これはまったく新たな発想に基づく理
論形成である。 
 本論文の問題意識を述べた序章「都市移住者と都市同郷団体論の射程」に続き、第 1 章「都
市移住者の就業構造」では、1960 年代高度経済成長期、大都市圏住民の半数以上を占めていた
地方出身者が大都市出身者に比べて都市下層に編入される比率が高かったことを統計的に示し、
これをもって相互扶助的同郷団体の発展の与件とした。これは、先行研究に照らして妥当な見解
と言える。 
 第 2 章「都市形成と同郷団体」では、尼崎にある鹿児島県甑島の同郷団体と、大阪府下にあ
る石川県加賀地方の同郷団体を詳細に調査し、同郷団体がメンバー間の相互扶助で繋がっている
とともに、都市移住者と出身集落を結ぶ連結環の役割を果たしていることを明らかにした。長年
月をかけて同郷団体の構造と機能を分析することにより、有意義な知見の索出に成功している。 
 その知見のさらなる一般化が、第 3 章「都市同郷団体の地域空間的構造―全国市区町村調査
より」である。全市区町村の悉皆調査を行った結果、同郷団体の社会的機能の普遍性が全国レベ
ルで実証された。加えて、同郷団体の列島上の地域分布も明らかにしている。本章は、全国調査
によって同郷団体の機能と地域分布を実証した我が国初の試みとして、今後も長く参照されるこ
とであろう。 
 次に、都市と農村の結びつきを生活レベルで具体的に考察するのが、第４章「都市移住者と過
疎地域―他出家族員の出身集落への帰郷」と、第５章「都市住民と故郷との関係―広島市高陽ニ
ュータウン調査より」である。現代農村が行政の過疎対策やムラ内の共同体だけではなく、都市
へ他出した家族員との緊密な関係によっても維持されていること実証して、論者の「都市化」の
概念に強いリアリティを与えている。 
 最後に、メルボルン調査から同郷関係の普遍性をグローバル・レベルで確認した第 6 章「国
際移住と同郷的つながり、エスニック・グループ」を経て、終章「都市‐農村関係の地域社会学
をめざして」で、以下の総括がなされている。 
 第１、現代日本の都市化は、農村から都市への一方向的な人口移動としてではなく、都市と農
村の相互浸透過程として進行してきた。第 2、近代以降の都市移住は、経済的要因だけでなく、
同郷関係の「つて」などに見られる社会的要因によってもなされてきた。gesellschaftlich な社
会関係が深化する現代大都市の研究において、なお sozial な関係を見落とすことはできない。
第 3、都市同郷団体は日本の周辺地域ほど形成率が高く、また、特定の地方と都市が強く結びつ
いている場合も少なくない。第 4、同郷関係は、グローバル･レベルのエスニシティ研究にも示
唆する面が小さくない。 
 いずれも手堅い実証研究から導出された結論であり、妥当性はきわめて高い。本論文は都市の
同郷関係を全国レベルで検証し、「都市化」概念の新たな側面に光を当てることによって、都市
社会学の水準を一定押し上げる貢献を果たすとともに、今後の地域研究に新たな展望を切り拓い
た点で高い評価に値する。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認
められる。 
 
